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むし歯は多因子疾患だから。
むし歯は、いくつもの原因がからんで起きる多因子疾患。

患者さんそれぞれが抱えるリスクと、その大小にはかなりの幅があります。
本当のむし歯の原因を、予防歯科で調べてみませんか？

食事の習慣
●食事や間食の回数が多い。
●甘い物が好き。
●口さみしいときに
　飴や甘い飲み物を
　口にする習慣がある。

唾液の力
●唾液の量が不足している。
●pHを中和する
　唾液の力が弱い。
●フッ素を使って唾液の力を
　強化していない。

フッ素の利用
●歯みがきにフッ素を使っていない。
●使ってはいても、フッ素の
　むし歯予防の効果が十分に
　発揮されない使いかたをしている。
●歯科でフッ素塗布を
　定期的に受けていない。

お口のなかのむし歯菌
●病原性の強い
　ミュータンス菌が多い。
●お口にプラークが多いと
　増殖しやすい
　ラクトバチラス菌が多い。

プラークの量
●歯みがきで取り残した
　プラーク（歯垢＝細菌のかたまり）
　の量が多い。

むし歯の経験
●未治療のむし歯が
　お口のなかにある。
●これまでにむし歯治療を
　受けた歯が多い。

むし歯のリスクはこんなに多種多様！

あなたのむし歯の
本当の原因、
ご存知ですか？
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むし歯予防はテーラーメイドで！
患者さんそれぞれの抱えているむし歯のリスクはとても個性的。

そこで、効果的で結果の出やすい予防法を患者さんごとにプランニングします！

悪玉のむし歯菌は
少なめですね！
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多角形が小さいと
リスクが大きい。
（むし歯になりやすい！）

多角形が大きいと
リスクが小さい。
（むし歯になりにくい）

59%

診察、問診、問診票、食生活アンケート、
レントゲン撮影、唾液検査などで
むし歯に関するパーソナルデータを徹底収集！

「将来むし歯を避けられる可能性」は？

予防プラン❶❷を実践した場合の
「将来むし歯を避けられる可能性」は？

テーラーメイド予防でリスクはどう変わる？

データをもとにリスクを「見える化」！

リスクに合った
予防プランをご提案する
テーラーメイドの

むし歯予防を、予防歯科で
はじめてみませんか？

大幅に
アップ

！

数値が
低め…

。

予防プラン❷間食の工夫
よく舐めているのど飴を、
キシリトールタブレットか
ガムに変えて
みませんか？

予防プラン❶歯みがきの改善
みがき残しが多いようです。
歯みがきのコツをお教えしますので
おうちで続けてみてください！

83%
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